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昭和の二の舞はご免だ!

日本の基幹産業である自動車業界は、エンジンを製造できる技術力が支えてきました。対し
てEV（電気自動車）は電池の問題やその特異性のため米国テスラ社が成功を収めるまで見向
きもされませんでした。EVにはエンジンが無くモーターで推進するので、ガソリンの代替エ
ネルギーは電気であり、エンジンオイル、フラッシングオイル、ラジエーターオイルなど油
脂類の交換が必要ありませんので、エンジンで駆動する自動車を支えてきた技術が置き去り
にされていくのです。同じような現象はスマホに対するガラケーでも見られました。スマホ
が出てきたときに日本のメーカーは国内需要のためにスマホへのシフトを誤りました。新し
い技術が世界に浸透するときに出遅れないことは日本の経済を停滞させないことに直結して
いたにも拘らず、産油国への配慮なのかエンジンビルダーの矜持なのか日本のEVシフトは世
界初を生み出しながら後塵を拝することになりました。
ところが、ここへきて、経産省が主導的に次世代自動車振興センターに補助金を支出するこ
とで、日本中に充電スポットが浸透させるパラダイムが生まれました。これは日本がEVへの
インフラ整備に舵を切ったということです。

私たち商店街は、昭和のモータリゼーションの浸透で駐車場の利便性を軽視したわけではな
くても、郊外の大型店にお客様を取られてしまった経緯を忘れることができません。令和に
なって同じ轍を踏まないために何ができるかを考えましょう。

それは私たちが商いをする上で欠かせぬ、そして試行錯誤してきた「顧客満足度の向上」に
結び付けていかなければならないということです。



お客様が来る理由を創る

EVに充電するということは、充電時間を過ごしてもらうということです。
そのとき、魅力的な商店街ならユーザー目線なら時間をつぶすことはもちろん、魅力的な商
品やサービスは彼らの消費につなげていくためのチャンスでもあります。

現在の主流となっている充電時間は急速充電で30分となっており、普通充電では契約者のプ
ランにもよりますが、月間１００分～６００分程度となっております。また、旅先などでど
うしてもプランをオーバーして充電することになったとしても、そのオーバー分さえもガソ
リン代よりは格段にリーズナブルな設定というのが現状です。

一般的なお客様が３０分の時間で急速充電をすると、充電終了後に充電スポットから離脱さ
れます。一方、普通充電ならば時間を気にせずお買い物していただけます。つまり商店街の
ような買回り品を提供する商業エリアでは滞留時間を延ばすためにも普通充電の方がメリッ
トが大きいと言えます。しかしながら、急速充電は時間を節約できるのでお客様のメリット
も確実に存在するため、あまりにも低速な充電設備では顧客満足度を得られるとは思えませ
ん。何時間も充電していて走れる距離が数キロ分では、お客様から敬遠されてしまうからで
す。

そこで、普通充電の範囲で最も高速な６ｋｗ充電設備が現状最も商業施設に適合していると
思います。実際に使用していても充分な充電量が得られます。
そして、充電設備自体も急速充電ですと数百万円の機器が必要になりますが、普通充電は数
千円から販売されており、配電工事さえ済めばあとは利用していただくだけとなります。こ
の電気工事分は補助金で１００％賄うことができます。機器の５０％も補助金が利用できま
す。



充電設備の相場感

３４０万円～ １０００万円以上

現在販売されている充電設備の中で現実的なものと最先端のモンスター級ま
での販売価格です。これに電気工事費が必要になります。一般的に開放する
のであれば、売電することで売上が見込めますが急速充電が必要になります
ので、商店街ではオーバースペックと思われます。後に各充電サービス会社
の説明をお聞きになる際の参考にしてください。


